
観光まちづくりフォーラム 

『越前を暮らす・わたしの旅』 
～豊かすぎる越前の魅力をどう発信する～ 

と き：２０１６年３月４日（金）午後７時～９時  
ところ：越前市市民ホール第３会議室 

（越前市府中１丁目１３-１５）           

内 容：    

「  

         

   

 
 

 

 

 

 

 

募集人数：５０名（先着）   参加費：無料 

申込締切：３月３日（木）午後５時まで 

対 象 ： ・ 観光まちづくりに関心のある方、 グリーン・ツーリズム、農家民宿実践者 

興味、関心のある方やこれからやってみようと思われる方 

・ 地域が活き活きするといいなあと思っていらっしゃる方など  

申込・お問い合わせ先  いのちはぐくむツーリズム協議会事務局（ロハス越前） 

 （℡・Fax 0778-43-0879） 

   （当日緊急連絡先 事務局 田中 090-4324-1829）ｅ-mail：info@lohas-echizen.org 

主 催：いのちはぐくむツーリズム協議会 

後 援：越前市、ふくいエコ・グリーンツーリズムネットワーク   

 

 

 

 

 

 

参加者募集!! 

いのちはぐくむツーリズム協議会とは・・・ 

 この協議会は、越前市内で都市農村交流による地域おこし（グリーン・ツーリズム）に取り組

む団体である「ロハス越前」「水の里しらやま」や体験交流施設である「越前市八ツ杉森林学習セ

ンター」「越前市もやいの郷・農楽園」と越前市農政課・越前市観光協会によって組織しています。 

都市農村交流や観光で誘客を図ることによって、地域を活性化することを目的に取り組む「観光

まちづくり」を目指して連携していこうとしています。 

 

１部 プレゼンテーション 

「越前 ECHIZEN ブランドのメジャー化 

による観光まちづくり」 

福井県観光アカデミー 丹南地区のグループによる 

２部 パネルディスカッション 
｢越前の観光まちづくりをマネジメントしよう」 
＊コーディネーター：福井 隆 氏（東京農工大学客員教授） 

＊パ ネ ラ ー ：木村 宏 氏（北海道大学客員教授） 

          大森 節子 氏（赤坂みらい塾代表）  

          名田 淳賢 氏（水の里しらやま 事務局長）  

＊コメンテーター  辻 英之 氏（特活グリーンウッド自然体験教育センター代表理事）  

 

 



専門家プロフィール 
福井 隆 氏 （コーディネーター） 

 

 

 

 

 

木村 宏 氏（パネラー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

辻 英之 氏（アドバイザー）    

 特定非営利活動法人グリーンウッド自然体験教育センター 代表理事 
1970 年福井県生まれ。人口 1700 人泰阜村に移住して 23 年。「何もない村」 

における「教育」の産業化に成功した。村の暮らしの文化に内在する教育力 

を信じぬき、関わる人々全てに学びがある質の高い教育を提供しつつ、泰阜 

村総合戦略推進官として「教育立村」の実現に向けて奔走する。また、立教 
大学・九州大学・名古屋短期大学・飯田女子短期大学非常勤講師など「教育 

立村」をテーマとした講演・講義をする他、全国各地の「ひとづくり×地方 
創生」のアドバイスなどに全国を飛び回る。著書に「奇跡のむらの物語 1000 

人の子どもが限界集落を救う！」（2011 年 農文協） 

文部科学省山村留学研究会委員、長野県森林審議委員、長野県森林 
保全検討委員、長野県生涯学習審議会副会長、長野県スポーツ振興 
審議会委員などを歴任。 

 

東京農工大学大学院客員教授・地域生存支援ＬＬＰ代表 

関西大学社会学部社会心理学科卒。民間企業でマーケティング、商品開発業

務等に携わり、2005 年から東京農工大産官学連携知的財産センター地域連

携質客員教授に就任。2006 年、地域生存支援有限責任事業組合（ＬＬＰ）

設立・運営。2007 年からＮＰＯ法人日本エコツーリズムセンター理事。 

2008 年 農林水産省「農山漁村地域力発掘支援事業」関東ブロック地域力

発掘支援委員会副委員長。 

2013 年 総務省「地域資源・事業化支援アドバイザー」など要職を歴任。 

著書：「地域を元気にする地元学 現場からのほうこく」（ＮＰＯ法人日本エ

コツーリズムセンター 福井隆監修 結城登美雄他） 

「農村計画学」（朝倉書店 千賀裕太郎編、共著）他多数 

北海道大学観光学高等研究センター研究員・小布施堂常務取締役 

日本大学文理学部ドイツ文学科卒業後、リゾート関連企業勤務。 

1996 年長野県飯山市のグリーンツーリズム事業に参画、「なべくら高

原・森の家」開業準備を担当、翌年（財）飯山観光公社入社「なべくら高原・

森の家」支配人。 

2003 年ＮＰＯ法人信越トレイルクラブ設立、事務局長に就任。 

2010 年「一般社団法人信州いいやま観光局」へ経営統合により事業課長

兼企画開発室長として 2015 年 8 月まで勤務。 

2011 年よりＮＰＯ法人日本トレッキング協会理事、日本ロングトレイル

協議会常任理事、環境省エコツーリズムアドバイザーなどを歴任。 

「なべくら高原・森の家」は 2005 年度毎日新聞グリーン・ツーリズム大

賞受賞、2005 年度「立ち上がる農山漁村」選定、森林セラピー基地認定、

2010 年度ヘルスツーリズム大賞受賞 


